
夢育アドバイザー（岡山県）中山芳一 

≪家庭教育支援資料≫『わが家のすこやか日記』から学ぶ「夢育※ポイント」No.11  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この資料についてのお問合せは、岡山県教育庁生涯学習課（086-226-7597）まで。 

「夢育」 ： 一人ひとりの子どもが、自分の中で「夢」を育みながら、それに挑戦していく経験を通して、 
「意欲」や「自信」などの「自分を高める力」を養っていく教育 （岡山県教育委員会） 

安全安心な人間関係で築かれた家庭は、子どもたちにとって「心の安全基地」となり、
非認知能力、夢育のベースにもなります。これを夢育の視点で表現するなら「夢育基地」
でしょうか。「わが家のすこやか日記」は、まさに「夢育基地」のエピソード集として親
しまれていますが、一方で「そんな余裕はない」「現実はほど遠い」という 
声も聞こえてきます。そこで、皆さんの「夢育基地」の実現に向けて、少し 
でもお役に立てればと思い、日記から見える夢育ポイントを紹介します。 
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このエピソードで主人公は、おいしいと言って食べてくれた親の姿を見て、料理を作る側と食
べる側、両者の思いに気づくことができました。そして「次はもっと上手に作りたい」と思った
はずです。ここで「味が薄い」なんて言ったら、二度と料理をしない子になっていたかもしれま
せん。 
今回の夢育ポイントは、「結果でなく、それまでの過程を評価して伝えること」。まさに非認知

能力の育成です。味だけ見れば「おいしくない料理」かもしれませんが、子どもががんばって作
った料理だと分かっていれば、味なんて関係なく「おいしい料理」になるのです。主人公が「優
しい嘘」というタイトルにしたところを見ると、親の思いが十分に伝わっていますね。(中山芳一） 
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